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大原幽学
0) 
回Jじ」、
木目Jl三A、
と実践
幕末
期の疲
弊し
た農
村と荒
廃した人心
の厚
生、
教化を意
図した
農
民指導
者、
思想
家は多いが
一切
の封
建権
力
に頼
らず、
全く農民
の立
場で実
践
し、
農民と
ともに
学び
なが
ら自ら
の教学の体
系化
を果し
た者は少
ない。
大
原幽学
は、
農民の
教化、
農業経営
の合理
化、
農業技術
の改
良と
指導、
生活
意識
の改善、
婦女
子の
教育を
連
動し
て新村開拓に
まで
進んだ
実
践的思想家
である。
しか
もこ
の
よう
な農民
の意識改革と
農民
の連
帯
をうみ出し
た
幽学
の仕
事は封
建権力
の疑
うと
ころ
とな
って
、
七年
もの取調べ
を受
けたが
、
そ
の問
、
農民
達は他家に奉
公し
たり
、
子供達も子守
りに
雇
われたりし
てその
危機
をともに
耐え
ると
いう 強い師 弟のき
ずな
があ
った
。
しかし
、
その七
年
のう
ちに
は道
をはず
す者も
生じたため
、
幽学は
その改
心を
求め
て自
刃す
る
とこ
ろとな
った
。
農民教
化のため
に自
尽
して
果て
ると
いう幽
学の壮
烈な
思
想は
八石
性理学
会と
して
今日
に及
んでおり
、
幽学
の実践
は特
筆に値する
。
大原幽学
(寛政
九年
安政
五年
口巧lHg
∞)
が下総
国香取郡
長部村
大原幽学の
思想と実 践
針
生
清
人
(現千
葉県
干潟町)
を拠点に
して
活
動を始
めた当時
(天保
年間
)の
状況に
つい
て、
長部村
名主代理遠
藤良左
衛門
は次の よう
に述べ
ている
。
「私村
方の
儀は、
明和年中
の頃
は、
家数
凡四拾
軒余
の慮
、
迫々 一白
姓相潰
れ、
天保元
年に相
成二十二
軒、
其内農間
木挽渡世
の者二十
一軒に
て、
迫々
耕作食
略に
相成、
猶々
の放蕩
の者
多
く出来
、
此上何程潰
侯も難計、
::
:若
者子供
杯右放蕩
を
見出県
似不行跡相募
り、
親共井
親類組合
村役
人より
、
度々
意見相加候
ても
間入
不申、
内々
致借
財等、
或は身
代向宜敷者
の子供
等物事
に進め
込杯、
高事
右
に順
候次第、
買に可及
亡村の慮
:::」
、
また
「
村方を見
渡し
候慮、
百姓
一方
に無
之余
業木挽
渡世
の者
許にて
、
百姓
一方は私
家斗
に
御座候。
右木挽共諸園
経廻り悪
敷
事を
見聞、
其風
を村
内迄
押
移し
風俗甚だ
不宜敷
」
と述
べ
ている
。
これに
よる
と貨
幣
経済
の農村浸透に
よっ
て農村
の
荒廃が
進み、
潰れ
百姓
、
副業農家が全村
に及び専
業農家
は名
主宅
一軒
とな
るなど亡村
の危
機感が
強いこと
が伺
える。
この
よう
な危
機
感を有し
た遠
藤
良左
衛門自身も
若年
の折に
は
「私浄
瑠理、
三味
線、
色欲
等に迷
ひ一
ヶ年
三
十南位宛
他借仕
、
夫れを親
に数
度潟相排
、
其外
世間
を偽り
内借多相成、
自
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衛門、
辰三郎
父子
と相
識り、
上
回を
拠点と
して
教導に励
み、
「此
地の
友人
稽古
はげしく
多用」
となる。
天保
二年元日
一、
「世田
日辰三郎、
浮
丸
半月
の
三人
り息
子び
の法
則を定められけり。
九日
より
入門の
者多く、
愈々 稽
古
はげ
しく成り
ぬ」
と日記
にあ
るように
、
上回で
の幽
学の
教化活動
は
「四千び
の法
則」
が成り、
入門者
も増え
て活
発
となり
「稽古
愈々 駒
しく、
僕疲
れ甚し」
「稽古蒲
尉々
しく改心
の者
多し」
とい
う文言
を日
記の各
所に
見ると
ころ
で
ある。
入門者
が四
百を
数え
るほどにな
ったが
、
その
筋の警
戒
すると
ころ
と
なり、
幽学
は上
田を離
れること
になる。
幽学
の第
一回
の危難
である。
高々 、
十ヶ月
程の上
回
とのか
かわりで
あ
った
が、
小野沢辰
三郎
と
いう
弟
子を得る
とともに、
幽学
の下
総定住後
も長
く上回
と
交流し、
弘化
年間
に
は一
一一度
も上
田
を訪
れ出
張教授を行な
って
、
幽学
の学風を
残し
ている
。
しか
し、
上田
時代
の幽
学は俳
名を
「ぶ
らぶ
ら斎
遊」
と称し、
俳句
による
豪
商ら
との
交
遊が第
一で
、
それを媒
介にし
て
「修身
斎家」
の道
念講
じた
ので
あ
っ
て「
講学
」
が専
らで
あ
った
。
未だ
自己
に独自
な
「性
学」
の体
系は確
立され
ておら
ず、
農民指
導につい
ての
実践もなか
った
ので
ある。
しかし
、
この
よう
に俳
句
などを通し
て先
ず人と
心を通
わして
後
「講学」
へ至
ると
いう
方法
はその後
も同
じ
である。
先ず、
豪商豪
農など地
方に於
け
る有
力者、
農村
で
の村
役人な
どと俳
句、
和歌
などをも
って
接
触し酒
席をと
もに
し
なが
ら、
世間
の人に
「馬鹿
争
」と
称さ
れるほど
であるが、
「講堂
する
までに
至り
、
次第
に農
民た
ちにも
教えを広げて行
くと
いう方法が
とら
れて
いる
。
この
ような
「講学」
を通
じて自
らの教
学を
「性学
」
と自
覚的
に
体系化す
るに至
った
のは
、
天保四年
末の
ことで
ある。
この
「性学」
によ
っ
て農
民の精
神的
自立、
道徳
の教化を先
、ず行
な
い、
その
成果を待
って
次
に農
大原幽学の
思想と実践
業経営
等の
合理化を実
践し
、
最後
に一
ヶ村
全体を
「道友」
となし、
村ぐ
る
みで
農村
の経
済的
自立をなさ
しめ
よう
とする
ので
ある。
幽学が
行な
った
農民教化
の方
法の展
開は次の
ようであ
る。
「先
己の心の
悪
きを知り、
其思き
を事
に運ぶを
考
可v
致ニ
改心一
様相
諭し
、
;:
亦己が
心の
悪
きは、
危き事
の所
以を知
らしめ
、
自身と改心
を心付
候様
致ニ教
導
-」、
「其心
の穣
れを洗
ひ
洗ふ事
、其性
質によ
って
、或は
三四
年、
或
は七八
年
も磨き
て、
本心
の正
しさに
至らしむる
」
ので
ある。
そして
「其志
す所
の悪
きを
改め、
普き
に進む
為に
、
門人
同志
議
定し
て」
性学を学び
、
行いを
正し
農業専
一にするこ
とを互
に誓いあ
うの
である。
「是
に至
り候
者へは
、其の亭の進
む
に乗
じて、
::
:愈々 改
心に
志
す儀」
とい
うよう
に、
単なる座学に終
らぬよう
互い
に生
活実
践にそ
の学
んだこ
とを
反映
させるの
であ
り
「己
に勤
めて
人に及
ずの教
諭
仕候」
と、
(ロ)
の進め方
と内容と
を述べ
ている
。
幽学は自分
の行
なう
教化
また、
門人
たちの
書いた
「修業荒
増」
でも
、
幽学
の教えは、
幽学自身
の
「数
年来修業経
験仕
り侯意味を
以て、
常に教
導仕り候儀
にて、
:::患
者も
不肖
者も性
に率
ひ
養ひ道び
き候
後は、
必ず本心
の正
敷に
至候由
に
て、
初心
のもの
を教
遁仕
り候には、
必先性理
の
自然
に本
づ
き、
其のもの
性
質器量
等
に々
藤じ
、
入安
き庭よ
り漸
々魚ニ相向学一
候。
:::本
心以て悪
敷を改め善
きに
進み侯
様、数
年来日
夜々々
無間断、
聯も空
一一一 口耳の教
諭不仕
手を
取て盲
目を引
立て撃
を殿
まして
昏睡を
呼賢
し候如く、
親切
丁寧に
教を施し
、
一文
不知の
女子小
児に
至る迄
:::教
道受
け稽古磨
き
合候:::
己れが
性之
本瞳、
天地
の
和す
るの
如
くに
相成り侯筋、
合問得
修業免
仕侯
には
、
不及るも
中庸の
教
に槌
りて運
びき
養
ひ候
」と
幽学
の行
な
った
教導
の進
め方を述べ
ている
。
そして
大原幽学の思想と実践
その教
化の内
容は、
性学
の主
題である
「慎
濁と申事を専ら教
授受申侯」
と
いう
ように、
私利
私欲を捨て
るこ
とに主
眼が
あり
「常
私々共
を引立教育
致し
くれ侯
間相
封し居候言
語慮答之模様
、
日用平
生諸
事寓端
取扱之中
に、
春の陽
炎の
朗
らか
に物々
を生
育致」
すように指
導
して
いる
こと
を、
その人
柄
を述べ
ながら
「相
封し
候得ば
何と
なく
快
よく
楽しく
」
なる
と述べ
てい
ると
ころで
ある。
また、
門人
の遠
藤良左衛
門も
、
人を導
くに
初め
一と
せ二
年
「大原う
し、
の中
は、
必ず先ず
情を施し
て其の情の能
く通
る時に至
りて
後ち理を
亭
ばし
むる
なり。
しかし
て専
ら
理ば
かり事ぶ
こと
亦二年一
ニとせ、
其のう
ち
になお
-\情
を施」
して、
次第
に理
を知る
に至
らせる。
「愛
に至
れば
其の知
れ
たる
限りを行
ひ勤
む
る事
を専
ら習
はしむること、
或
は一
とせ或は
二とせな
り。
又其行
の能
く勤
むる
事に至
れば
、猶
理々を深
くさぐ
ら
しむ
」
るも
ので
(HH) 
あると述べ
ている
。
以上
のよ
うに
、
幽学のと
った
方
法
は先
ず人
と々心を
通わ
せ、
相手
の心を
開ら
かせることに
徹底
し、
そ
の聞
に絶
対の
信頼を得
てか
ら
講学
を始め
、本
人に
も反
省
させるこ
とを
反復す
るもの
であり、
その
後に農
業経営
に実践さ
せる
もの
であると
いえよ
う。
幽学
のと
った方
法は、
先ず専ら
「情を
施し」
心を
かよわせる
こと
から
始
めるこ
とで
あ
った
が、
その
ため
に幽
学の
「道友」
と呼ぶ
門
人宅
に自ら出
向
いて、
平易
に人
の道
、
孝、
家内和合
、
子育
、
風俗改良、
子孫永続、
分相応
の 倹 約 、
家業専一等のことを語っ
たの
である。その
ため
に、
日
に
二三
ケ村
四
を廻り
歩
くこと
も
多くあ
り、
時に
は医
薬
の投
与も行な
って
い
る。
この
よう
に、
幽学
に心を
聞い
て
入門
する者
が出て来
たとき、
幽学
の活
動は
本格化
し、
次の
よう
なやり
方で進めら
れる
。
(1) 
神文書
。
入門
者は
入門に際
し
て覚
悟の
程を披
涯す
る誓
約書
を提出し
た。
この
入
門式
は重要視さ
れ、
後に
は毎
年十
二月
十七日
に、
神文式
をあげ
るようにな
った
。
その様子は
、
「暁正
八
つ時
(午前
二時
〉、
先生初本人皆
浴
して服
装を改
め、
先生
の前
に於て調
一心不
嬰の性
根を
定め、
神文伏姓名
の
下へ
爪
印をす
る也。
小前夜
一統立舎
列
座し
て、
共に誠
心を
添ゆ、
此式
終り
て一
同慎
而教師
の前
に至り、
心法の備
へを
立て、
躍し
且立舎
人一
同へ
も
耀
(日)
謝す
るなり
」
とい
うも
の
である。
この
ことは、
人心改
善、
農村復
興と
いう
難事業
に取り組むた
めに
あた
って
、
各人
の覚悟、
決意
の程を重視し
たも
の
であ
り、
断学
は屡
、々
こ
の種の誓
約を求め諸
々
の心
得を
示し
た
。例
えば
、
通俗道徳
の標
準とも
いうべ
き
もの
に
「連
中誓
約之事」
がある。
「一
、博突。
一、
不
義密通
。
一、
諸
勝負
。
一、職
行
二重。
一、
強欲。
謀
斗。
一、訴
訟
頭。
狂
日
或
は
手 一
躍
浄 女
j留マ 郎
理マ 買
長
喜
味
線
の
類
ひ
一、
一、
大酒
。
人の心の
浮る
L所作。
右に記
所
は
勿論其外
分に慮せ
ぬ儀
弁審け
間
敷儀
且危
き商ひ
且危き身
の行
扶
等いた
すにおゐ
ては
子孫
致誠
亡所以
の味はひ篤
と承
知仕上候者、
右瞳無道
の行
扶一
切仕
間敷候若
亦同門
の内右瞳
行扶悪者
有
之
節は其
最寄々
不々
申及、
遠方よ
り来
り候とも、
急度
可諌言事」
とい
うも
の
である。
この
種の誓
約は自己
の決
意を一示すと同
時に同
門の
結束
を強め
るも
ので
も
あった
。
教会
所、
改心楼
〈教場)
で
の講
義。
幽学お
よび高
弟によ
る性学
講義と
qG 道友によ
る『
徴味幽玄考
』の
朗読と講話が行
われ
、
迷信の排斥すべ
き
こと
などが教えられた。
進歩の見
える
者に
は景
物(賞品)
が与
えられ
た。
(3) 
道友相互
の研
讃。
道友は自ら
為す
べきこと
守
るべ
きこと
を
「議定」
し
「行状突合
せ」
を行
なっ
てお
互いに
志操を
堅く
し平
生を誠
合った
ので
ある。
また、
幽学
は道
友
一同
に対
して、
日常
に於いて注
意し守らねば
なら
ぬこ
となどを
記るした
「廻文」
を廻
覧
させ
もした。
さらに、
性学の
学習、
日常
の説
諭
等に
つい
て道
友の
理解し
たとこ
ろなどを書か
せる
「入れ札
」
を
行な
い、
その理
解把
握を確
実にさせ
ると も
に、
それ
を道
友間
に廻
覧さ
せ、
理解を共通
にする
工夫
もな
された
の
である。
(4) 
旅修業。
幽学
は教
育
の方
法の
一つ
として
旅
修業
を行な
った
こと
は極め
てユ
ニクー
である。
それ
は各地
の人情風
俗を見て知
見を
広め、
旅の
困苦を
忍び意
志を練
るなど
の道
徳教
育の
一環と
されたも
ので
ある。
(5) 
性学大会。
幽学は毎
月
一回
「男子大会」
「婦人大会」
「小児大会」
を開
催し
て、
講話や行状
上の訓
誠
を与え
た。
婦女子
の教
育に力
を入
れたことは
当時
として
は実に注
目すべ
きこと
であり、
家庭
の整頓、
家内
の和
合に意
を
注いだ。
特に児
童教育を重
視した点
も注目
すべ
きことで
ある。
附換子
制。
児童
教育を
重視す
る幽
学は
、他
人の
子供も我子同様
に愛
育
し膜
ねばな
らぬと
の趣
旨で
、
道友
聞で
互に
子供を養
育し
合う
「預
り子
」
制を
お
こな
って
、
村ぐ
るみ
で児
童教育
の実
をあげる
と共に、
道友も養親と
しての
自覚
をも
っと
同時
に村
落の連
帯を
深め
たの
である。
(7) 
農村
生活の
改善。
幽学
は分
散し
ている
農
耕地を整
理統合
する
ために、
耕地
の交換分
合を行
なうととも
に、
それ
にと
もな
って宅
地
移転
なども
行な
い耕
作の便
を
計った
。
また
正条植、
二毛
作を教示
し、
朝草刈、
堆肥、
夜仕
事等
を奨励
するなど農
業技術
の改
善を推
進し
、農
民六
の改
良等
も行
たっ
。
大 原 幽 学 の 思 想 と 実 践
「仕事
割控」
を作
成し、
農業
の計
画的経
営を
実践す
るとと
も
に生
活 資
材の
共同購入
を実
施して生
活の簡
素化
、合理化を行な
った
。
(8) 
規矩、
心得
の作
成。
幽学は
日常
生活を規則
正しい
ものにし
、
自己
を反
省さ
せるために
多
くの
心得を作
成し
た。
そ
れには
「帯
締る度
毎
に志を可
定事尤
生涯可守之
」、
「元服了
筒定
」、
「男心
得之事」
、
「女心
得之事
」、「
夫婦
共に心
得べ
き事」
、
「夫よ
り妾
へ言
渡し
の事
」、
「医師生
涯
心得
の事
」、
「生
漉
心得
之事」
、
「普請
心得
の事
」、
「規式解」
(正
月の
規式)
などがあるが何
れ
も道徳的観点
か
らなさ
れて
いる
。
(め
先祖株組合設
立。
農村
の復
興は
三代
後を目
標に
せね
ば
成ら
ぬも
ので
あ
り、
また
二戸
のカで
は成
るも
のでは
ないとの
趣
旨から、
「先祖株組合」
と
いう
共同組
合を作り、
共同作業
に
よっ
て生
産性をあげ、
その利
益を以
って
質入地を
買いもどし
て共
有
地に
した
り、
潰れ
百姓
の家
を
回復
する
ことに
努
めた。
これは
世界
で最
も早
い共同組
合であると同
時に、
農民
の惣作を否定
して
いた
幕
藩体制
の農
業に対
する基
本方針を
否定す
るも
ので
あった
。
0.0) 
新村開
拓。
幽学
の意図す
る
こと
は村
ぐるみ
の自
立で
あり自
力更生
であ
るこ
とから
、
村ぐ
るみ道
友
となる
こ
とが望まれ、
その実
践と
し
て、
鏑木村
の山
林を開拓し
て宿内村を開村し
たの
である。
以上
のよう
に整
理要
約できる幽
学の実
践は、
何れも村
ぐる
みでの
農
村改
善へ
と進む方向を
辿っ
てお
り、
そ
の方
向の
それぞ
れに於い
て農
民の
日常的
家庭生
活の中に入
つて
の教
化を行な
った
もの
である。
その日
常訓話が
多く
の云い伝
えとな
って
残って
おり
聞書集と
な
って
いる
。
また、
その聞の幽
学
の廻
村等
の
日常的活動
は
「口ま
め草
」
「道
の記
」
など
の日
記によ
って
知る
こと
が
でき、
そのよ
う
な実
践を基
礎
づけ
る性
学の体
系は
『徴味幽
玄考』
と
五
大 原 幽 学 の 思 想 と 実 践
なり、
また幽
学の教
えを実
践し
た道
友の研
鑓は
『義論集
』
とな
って
残って
い
る。
四
幽学
の教
育、
思想
の根
本は、
「天地
寓
物の性
理の学
」
として
体系化さ
れ、
「性学」
または
「性
理学
」
と称
され
た。
「性学」と
自覚
され
た幽
学の
思想は先
ず
『性事
趣意』
一ニ篇
(天保七年
、
『全集
』
所収)
に表
された。
それ
は、
前編
に序、
凡例、
「性向学趣意
」、
中篇
に「
以ν
鵡自ら立
る徴
味、
土の
規
矩の事
」、後
篇に「
庶人
を養ふ
事」
を一
記る
したもの
である。
その内
容を
概略すれ
ば次の如
きである。
幽学
の教
学
の根本
は
「性」
であるが
「性者則
天地
の和にな
りた
る物に
して
則其
撞也
、
則其
如く也」と
いわれる
もの
である。
この
「
性」
を述べ
る
性学は一
克来外
来のもの
であるが
、
「道者
一一斗」
であり、
道を内
外に別
ける
べき
で
はな
く
内外
とも
に
一な
るも
の
である
。
「性
は理
とし
て唯寓
物育
る
所以也。
もっ
て別つ
べき
なし」
というの
である。
そし
てこ
の
「天地
の和
な
る性の
所以を知て
、
己は常
に其
性の憧
に居
て、
君臣
・父
子・夫
婦・昆
弟・
朋友
の情を
能く
味ひ
て、
其趨
自立よふと
行」
うなら
ば、
「大
を語れば
天地
の和の
如く寓民高
物を育
ひ
小を語れば
或は其
所或
は其家
内の
者を育
ひ、
遠く
は是を
高
歳の後に
至らしむ。
近くは
子孫
旦其
身の行
末を立し
む
る
の道
事」
となる。
これ
が幽
学の
「性学」
だと
いうの
である。
この
「性学」
を語る
のも
相
互にその行
末の楽しからん
事を願
つて
の事であ
り、
道友
のた
めにのみ
記す
のだと
いう
。
しか
しこ
の
『性事
趣意』
は道
友の望
みによ
って
急に記
した
もの
であって
不
完全
であり、
弘化
三年
頃ま
でに
幾度
か
加筆訂正
ムノ、
されて成
った
のが
『徴
味
幽玄考』
である。
『徴
味幽玄考』
の基
礎概
念の第
一は前
書と同
様に
「性」
の概
念である。
その概
念規定
は「
天地
の和
則性、
性則天地の
和にして
其
偉な
る者」
にこめ
られて
いる
。
その
「和」
につ
いては
何ら
説明
はな
されて
いな
いが、
全文
か
ら判
読さ
れるか
ぎり、
調和、
和合
、
秩序
、
法則性を意
味す
るも
のと
解さ
れ
時には
「
道」
と同義
的であると
思わ
れる。
「天地
の和
する所
以の者
一
ツに
して、
性た
る所以
の者
亦同
じ」
である。
わけみ
たま
ゆ
そし
て人
間
はこの
「天地
の和の別
神霊
の長た
る者故、
天地
の和の万
物
之
き及ぼす
如く
の養
道を行
ふこ
そ
、
人の人
た
る道とする」
もの
である。
すな
わち
人聞
はこの
「天地
の和
」
である
「性」
を分
有す
るも
ので
あっ
て、
自然
と人
聞社
会を秩
序づ
ける
「天地
の和
」
である普
遍的
な性を
自
己の
日常生活
ゅ
におい
て実
現す
る
ことこそ
人間た
る所以だと
いうの
である。
そのと
き
「之ゆ
き及ぼす
」
とい
うことに幽
学の独自
性が
ある。
その
「天地
の和
」
の
「之き
及ぼす」
ことの
「微味幽玄
を明
らか
に知る」
には
「性
の理
」
をよ
く知ら
ねば
ならず、
そこ
に
「性
の幽玄」
が学
として成
立す
る所以
があると
い
うの
である
。
その性の理の幽
玄の
学を学ぶ
には
率v性之
謂v
道
、儲
ド
「天命之
謂ν性
道之
謂ν
教」
(中庸第二
きの句
に見
ら
れる
三つの
「之」
の字を「
ユク
と
訓」
ずるなら
ば、
「先万物
自ら生
じ、
自ら
育は
る
る所以を知る」
こと
がで
きる
。
ゆ き お よ ほ
そして
「天命之謂性」
にお
ける
「之」
の字は
「天
の陽
気の万
性に之
施す」
みちび
こと
を
意味
し、
「率性之謂道」
のと
きの
「之」
は、
「分相応、
器量
相応
に道
ゃ し な
き育
ふ事
の止
ま
ざる
」
こと
を意
味
する
の
である。
「儲
道之謂
教」
の
「之」
は「
先ず己
を天
地の和の
別神
霊の
偉に備
へて
、以
て天
地の
和するが
如く行
ふの
中を指
す」
という
独自
の解釈を立
てた
ので
ある。おっ
そして
「性理学」は
「日月
の照す所
、
霜露
の隊
る所、
人力
の通
る所、
天
地和し
て性有る
」の
であるから、
「何
園の
道と別けべ
き所以」
はない
。
理学は
「陰陽消
長の理
を推し
、
天地自然
の理
を専
ら学ぶ
」
ものだ
と
、
し、
う
ので
ある。
古く
から
あ
る神儒
仏の
三道
は、
時には
偏
って
その何
れかが
専ら
世に行わ
れること
もあ
った
が、
互
に影
響
しあ
いそ
の長所
を採りあ
って
「幾百歳移り
合ふ
て自ら
世に混じて」
きて
おり
、
「以て民の
好む所
に準て自
ら世
に混
じ
たる
其
憧に択
び能
く執り
用ひ」
て
いるの
も、
三道の
何
れか
に偏
すべ
きでな
いこ
との
「天
地の自
然
」のあ
らわれ
であると
し、
幽学
は三
道不偏た
るべ
き
」と
、
道は本
来一
つで
あるこ
とを説
いた
。
その道
とは
「万民
安住す
る養
道、
則天
地の自
然に
して其
器々
に準ふ所以、
天地
の和の
万物
洩さ
ず生育す
る味ひ
た
る者」
である。
五
この
「天
地の和
則性、
性則天
地の
和に
して其
億な
る者」
を説く
『微味幽
玄考』
の執
筆の
目
的は、
「庶
人の為に著
す」
という
ことに
ある。
庶人と
は、
「是
心意に
無」く
、
「見聞事毎
に疑
惑す
る者
」で
あり、
「学ぶ
事を得た
る者
すくな
b己
は鮮
」い
ので
ある。
「是道を行
ふ心
法の
極め無
」く
、
「節
に
桝
らざ
る
また
事多」
く、
「空
しく惑
乱に漂
ふ
て終にロ
の先の学
者に流
るる
者多
」
しと
い
えるのが
事実で
ある。
この
ように幽
学は庶
人をし
ば/\
「下愚
・愚俗」と
呼び
、
徹底
的に
一度は庶
人を否
定
し、
その愚
民性を曝
露す
る。
それも
一つ
には、
農村荒廃
の中で
無
気力
に生き
道徳的
にも退
廃し
ている
農民に
その現
大原幽学の思想と実践
実と自
己に
つい
て
の認
識を改
めさ
せるためで
あ
り
一つ
には、
士の
職
分
は
道徳
にあるとする山
鹿素
行の
士道
論の
影響を受け
た幽
学
が、
武士
の道
徳性
性
を農民
に与
えよう
とする独
自の思
想が
あるからで
ある。
すなわ
ち、
その愚
民性を徹
底的
に曝
露
され
る農
民も
「天地
の和の別
神霊」
であり普
遍的
な原
理で
ある
「性」
を共
有す
るも
ので
ある。
した
がっ
て
「庶人
も心
の置
き所
よ
ければ
、
分相応
・器量相
応の心
の法
則の自
然と極ま
る所以を知ら
しむる
為
と、
事物
の疑惑を晴らさ
しむる
」こ
とが
可
能である。
幽学
が農
民の
道徳
教化を行
なうとき
の模
範は武士
である
。
「腹を切らず
とも済
む身分
」
である
庶
民に対
して、
武士
は
「人
の
出げ
したる
過に
ても、
筋
によ
っては己
が切
腹せ
ねばなら
ぬ身分
の者
」
であると
いう
ところ
に幽
学の
道徳
の根
本があり、
後に、
幽学
自身も
この
道徳に
従うと
ころで
ある。
幽学
にと
って
、
「心
荒
に有
って
心
法自
ら備
はり
有る者
今我朝
に
おゐては士ひ
以上
の者
」である
ので
、
『徴味
幽玄考』
は
「土
ひ以
上
の事
」、「
士ひ
以上
の常
に心の
有る所
」
を記
るして、
庶民
に対
して、
す
事もあらば
、
其分其器量相
応に魂を
居へ
直
すべ
し」
と、
武士
の道徳性を自
「武士
の魂ひを
能
味ふて感る
らのもの
にする
ことを
教諭
する
ので
ある。
幽学
の採
った
方法
は、
土と
庶を徹底的
に対
立す
るも
のとして道
徳的
に極
端化
した。
庶を
徹底的
に否
定
する
ことは、
「士
ひ
以上」
を必要以上
に美
化
し、
神聖化す
る
こと
になる。
そして
この
「土
ひ以
上」
の美
化、
神聖
化は幕
藩体制
を肯
定す
る歴
史観
となる
も
の
である。
すなわち
、
「帝
を始、
将軍家、
諸武家、
皆万代不易なれ
ば万
歳々天下
泰平也」
とい
うこ
とに示
される。
そ
れによる
と、
天子は
「皇太神
の御
血脈
を以て異
なる
血宝
無」
く
「天下
の
政を頼
朝公
に命ぜられ
て後、
明神君方以来、
猶以
て所謂
諸大名方を
して相
七
大 原 幽 学 の 思 想 と 実 践
とも
に衆
説の
両端
を執て
、以
て天
下の政
を正する法
則と成
」
った
とい
われ
る。
ここ
には、
皇
統一
系と天
皇に
よ
る武
家政権
の委任論が
ある。
そして、
「所
謂天下大乱
の中へ明神君方出ま
して、
天下
に比
類無き大
仁
徳以
て軍
を
鎮 」
め
たの
であり、
また
「大名方社
に詣
ふずる時は
自ら
簾を揚
て内
般に
入る。
是則神と
同体也
。
則生
た
る神也」
と、
将軍
家は
いう
に
及ば
ず大名も
神格化さ
れて
いる
。
さらに
武士
も「
先
祖々
の々
正
き血脈を継ぎ、
正
しかり
た ぐ
し事
の等ひを
世々 聞
き伝り
て、
天下
の民
を憐
むの志
自ら備
りて
有る」
とい
ぃ 、
武士
の道
徳性
の生
得な
ること
を述
べる
ので
ある。
これ
に対
して、
生来
的に善美な
る武士
に対
置される庶
人
は
「其場
限り
の事に深
く心を
入」
るも
の、
「慢
心す
る」
もの
「己が
「一
ツと
して礼
有る
ことの無
」きも
の
得手勝手
耳行
ふ者
」 、
「心
に法の
なきも
の」であると、
その否
定さ
るべき
点
が列
挙
される。
しか
も、
幽学
には
封建
体制を批
判
する視
点はなく、
また、
武土が
農工
高
に寄
生し生産
に従わ
ぬ
「不
耕貧
食」と
いう
安
藤昌
益に見
られ
る
よう
な視点
もな
い。
唯
、武
士が文
武の
徳性を兼
備し
て農工
商
三民の上
に在ると
いうこ
とを
生得
的であると、
これ
を
盲目的
に肯
定
して
いるので
ある。
わけみ
た ま
や し
「天地
の和
の
別神重
なれば
、自
然の養
以上
のよ
うに否
定され
る庶
人も
、
なひ
み ち び
育を以て道
け
ば、
本心
の正
きに
至らずと
いふこ
と
無し」
といえ
るので
、こ
こに
農民
の道
徳教化
の起
点
をおくの
である。
しかし、
庶人
は、
幽学
の理
想
化す
る武士的
善
美の
性を持
たぬ
の
で、
「人欲
の私而己にて
心
の穣
れた
る者
而己
の中
」
にいるこ
とを
充分に
自覚し
て
「先づ
己
が心
の積
れ
たるを
能く
知り、
是を能
洗ひ清
めて、
以て必
先
づ父
母
の知
らざ
る所をば
なお能
行ひ
勤」
めねばな
らぬ。
それは
父母を悦
ばすこ
とで
ある。
「父
母の悦
び楽むを
/\ 
見る」
とき
は
「家
内の者は
いふに
及
ばず
他人と
いへ
ども
其
親子
の者
を
唯慕
はし
く
頼母
しく
思ふ
事に至る
」だ
ろうと
いう。
これ
が
「庶人
相応
の徳
之本」
であり、
「分相応
の至
徳要道
」で
ある。
この
「相応
の徳
」
を実
現す
る
のは
「我が
身を思
ふこ
と無く専ら人
のよろ
しきを
念ひ
、
且人
と共に孝
を尽
す故、
障る所
無く、
自ら
礼立
ち人
も我
も宣
なる
事に
至る也。
故に心
の
法は性
の憧
にし
、行
ひは
必
孝を先
にすべ
しと
い
ふ也
」と
いうこと
で示
され
る幽学が
「孝」
を以
って庶
人道徳
の最高規範と
したこ
とも、
わずか
しば
/\「柳
れ
五人か十
人の家
内の者
をも伏
さし
め得ざ
る風
情」
といわ
れる
庶人
には
、
「修身斉
家治国平天下
」の全て
を考量
する必
要はな
く
「修身
斉家」
の
み
を考えれ
ばよ
しとするも
の
であり、
し
かも
「庶人
の修身斉家
」の
みを
考え
れば
よい
という
分相
応、
器量相応
の実
践を
説
くの
である。
それが
「是
己が
心を
磨き
なが
ら幽
玄を学ぶ
所以」
であると
いう
。
そしてその
ためには、
徹底的
に人
欲、
私欲を
捨てねばなら
ぬ。
自己
の利
のみ
を
考え求め
るこ
とを捨
てるには
「慣ニ其濁こが
重要
であ
ると
いう
。
「慎其
独」
、
「慎独」
とは
「人
欲の私は
萌も
能去
る」
とい
うことで
ある。
こ
の人
欲を去
る最
も身
近かな
こと
が孝で
あり
、
「父
母の
悦ぶ
顔を見る
を楽と
する
を本
」
とする
ことで
ある。
その
「慎独」
を実
践
すると
き、
「 tzpぎ
には
移り
悪し
きには
移ら
ざる
を心
の癖
に成るまで勤
るにお
ゐては、
漸々 と
事も
明ら
かに
成り
恥ず
べ
から
ざるは
恥じず。
故に心
の穣
恥べ
き事を
恥じ
、
れたる
も
能磨く
事至り、
則本心
の正
しき
に至
り、
世に秀
ずる
事にも至る
」
という
の
である
。
「性理
を学ぶ趣
意」
は
「慎独」
を実
践し
、「孝」
を「
斉
家」
に及
ぼすま
で
「踏み固め
/\
」る
にあると
いうの
である。
すなわ
ち、
「孝
道を以て
、
自ら分
相応
の礼
立ち、
わぎわい
どにな
れば
、
自ら作
る華
無く、
富め
る事
疑ひ
」な
きと
ころで
ある。
っかえまつ
母
に事
るを以て自
ら家内
一ツ
に和
睦し
、家
業出精す
るにおゐては、
述る
家内
一 ツ
に和
睦
するほ
ー
、
和問
、ノ\り
ー「
議胃
袋2
の も原E哀し_ A 
で 事
あ ー
る
家庭
の和
こそ繁
栄の
根本
であ
はな
いの
であり
圃品E
J、
幽学
は、
「性学
」の
性
格に
つい
て次の
ように述べ
ると
ころ
がある。
「於ニ性
学一
は、
第一
父母に安
堵
ならし
め
ん事を願
ひ、
或
は家
内和睦し
、
或は
子々 孫
に迄
家名全か
らしむ
る事杯を
為ν学、
分相応
之礼を立
るの
事
宗派
に
はか
かわら
ない。
「怪説
・
ゆ く
家相
・祈
一時・
種々
の奇
談」
に迷
うこ
とを
誠め
、「天命之
謂性、
其之
の字を詮
を談る」
もの
であり、
特定
の学
、
申ホ回目、
議し」
「能歩
行しむ
る道を知る
為に心
を壷而其幽玄
を学
ぶ」
もの
である。
終日其
之の
字に当て
、
其事耳学
(MM) 
ぶ」
もの
であ
って
、
こと
さらに新
しい
もの
ではない、
とい
う。
「之
の字は則
時々 刻
に行ふ事に有
故
また、
性学は
「心
の運
びを
考
させ、
其心
の積
を洗ひ
磨き亭び
候
儀に
て、
則心事に御座
候」
、「
少し
に
でも心に穣
れ有れば則刻
洗ひ雪
め杯、
::
:人欲
の私
を去る
事
を専ら亭
ぶ」
もの
である。
「天
地の和
は寓
物を生育す。
性
は
其和
の貰
瞳に
して、
聖人な
れば
天下を育
ふ。
下愚と躍
も其志
を得て
、以
て
五人
や十人
の家
内の
者の如
き導き不得と
云ふ事
無き筋
を々
、
分相磨
、
器量
相慮に
心得さ
せ候へ
ば、
不孝
・不義に
陥る登
りも、
子孫滅
亡の
種を蒔
く理
も相分り、
愈々 改
心に
士山す」
もの
であると、
性学
の特
徴を述べ
て、
「心事
」
である
こ
とを強
調
している
。
しか
も、
性学は
「園
経々
歴の中、
諸先
生方
の
大原幽学の思想と実践
設を
乞ひ
受
け、
程子
朱子深
切の
育に槌
り
、
且及
v聞侯藤
樹先生の教
え方
に
-， 
父
槌り、
己に勤めて人
に及
ずの
教諭仕侯」
と述べ
て、
それ
が幽
学の新
説でな
(日)
いこ
と
も述べ
ている
。
門人道
友たち
の理
解し
た性学は
「幽
同学教導亭問筋
の儀は
程朱篤貫之
育
に
鎚
り、
柳私
之存意
見識を相立
不ν
申
其身数
年来修
業経験仕
り侯意味
「中
庸の教
に槌
りて導
き養ひ
候」
という
もので
、
を以
て常に教
導
仕り
候」
同様趣旨
の
こと
を述べ
ている
。
また、
明治
五年、
性学
の調
査に当
った山崎
衡の報
告で
は
「其事性理を
明悟
する道
亭を
唱
へ至
誠
篤買を
以て
孝悌力団
を勉め賓
行を
専務
」
と
し
「議論
口舌
を不貴
心術
隠
微の機
を錬る
に慣
濁省察
の工
夫」
をなした
ものだ
(況)
という
見解を
示し
ている
。
以上
のよ
うに
、
「性学
」の性
格に
つい
ては
独自な
もの
ではないといわ
れな
がら、
程子、
朱子
、
中庸、
道
学、
心学、
藤樹先
生、
実学
の語
が用
いら
れて
いる
。
この
ように
「性学
」
の性
格に
つい
て述べ
たこと
が二義
的
でない
とい
うことは、
その後の幽
学研究
者の
聞でもそ
の評
価が
様
に々
わか
れると
ころ
であ
る
。
山「
一種の
心学で
あり、
哲学
史上
で
は独
立学
派に
属し
、実
学と
しての
巨
歩
(辺)
を占し
たも
のと
いうべ
きである
」(相原
寅松
)。
この
「心
学
(的とだ
とす
(お)
( 弘 )
るも
のに
、
高倉
テ
ル、
鴇田東阜
がいる
。
「独立
学派」
岩橋( お )
遵成が
おり
「神儒仏
コ一教
の粋
を探索
して、
以て
一家の撃
を創め
んとした
」
とする
もの
に
、
という
。
(お)
間「
儒併
雨
教を調和
」し
たも
の、
さらに
それ
をす
L
めて、
山鹿
素行、
大道
寺友
山と関
係づ
けて
「仏
教と武
士道
と
の結
的
」と
見る
もの、
さらに幽
学の
九
大原幽学の思想と実践
(お)
武士道思想を
強調す るも
の、
がある 。
(3) 
中江藤樹の影響に着目しながら述べるもの。
「三遣を併せ
陽明亭を以て練り合せ、賞亭とし
ての賦活力」を与えたとするも
(側
、ま
た
す な わ ち 、
「儒教の教を、
彼の
思索と体験から一般の人々にわ
かり易く説いた実践道
徳」
であり、
「程
子の学より入ったのであるが
かの陽明学者の中江藤樹
(初)
の学問などの影響を受け、
陽明学に相似た思想成果に
到 達し
た」
とい
うも
のである。
(4) 賓
践
弱
行
の
人
な
り
そん
彼吾
の ι台数長t土 ミ
霊安
道観
努長
暫t昼間 3・
を2
股も
吃 の
さ は
Y。多
Eきむし、Lー 。
と
う
視
点
幽学の思想
、
「彼は
買に
はほとんどの研究者の視角に入っているといえ
る。「経験主義的立場に立
つ実践倫理の学」
、「我園の
家族制度の長所と祖先崇拝の思想を取り
入れ
た」
「彼
の道徳論の最高原理を一示すもので
、行
亭一
睡
の賓事」
(お)
徳と一経済との調和に閲する理論を教えるもの」だというも である。
であ
り「道
以上に見られたような「性学」
観を総括
するよ うなものに次のものがあ
ヲハV。同「宋儒の学を根底としたものであるが、
ことに
円中庸』を 中 柱
とし、
こ
れ
に『大学』
『孝経』易学などの教を加味し、
さ
らに
神仏二教の思想を採
り入れて、
その内容を構成している。
そして家族道徳と経済
の融合を試み
たところに特色が
ある」として、
経 済 学 派 に 分 類 す るも
倒
。
附「学の根本は『中庸』の学にあった」
というように、
「性学」
の根底に
(お)
( 幻 )
『 中 庸 』をおくも
の。これに対して、「性学」は「朱子学」
「程
朱 学 」とす
るもの
。
(7) 
戦後の幽学研究は、
史学者たちによる封建農村の構造分析を通して、
。
その思想を解明しようとするものが多いが、特に儒教的家族主義を民衆
の
家族主義において実現しようとしたものであり、村方地主層
を核とする 村
落共同体のよって立つ幕藩 体 制を結果的に擁護するものだという批判的な
( 犯 )
ものもある。
七
以上見てきたように、
「性学」
解 釈をめぐって様々な見解がある が 、
、画、"
れは何れも
「性学」
を総括的に把握し端的に
その性格を表現しようとす
ることに由来す るものであると思わ
れる。
幽学は二十二年に及ぶ遊底
をな
していたのであり育に槌り
、
「園々一経歴の中諸先生の説を乞ひ受、
且聞及侯藤樹先生の教方に槌
(州
」と自ら述べるよ
うに実に様々
程子朱子深切の
な影響を受けたためと思われる。
従って、
中江藤樹の「教方に槌」
ったと
しでも遊歴中の短期間の逗留先での修学は藤樹学の全体を学んだとするのは困難であり、「陽明学」
というように
性 格 規 定 す る ことは無理であ ろ う
。
それよりは、
藤樹学の基礎概念の一つで
ある「孝」
を考えた方がより適確
であると思われる。中江藤樹は親子間の徳である「孝」を基礎概念とし
て
これを普遍化した。人間の
内には「孝」という「至
徳 要道といへる天下 無
双の霊宝」が あ る 、
という。この「孝」という「
宝をすてLは人 間の道に
たたず、
にんげんのみちたLざるのみならず、
天 地の道もたtふやす」という
ように、白然・宇宙・万物・造化の
一切
は「こと九\く此たからに
包 括 す
る」
ものである。
幽学の考えもこれに
近い
。し
かも幽学が庶民教化の起点
においたことは、「性」が人間の普遍的原理であるということであったが、それは「天地の和」
であ
るところの「性」が「天地の和の別神霊」である
人聞の性でもあり、
道 と な ってあらわれ
、孝
として
具体化されるとい
うこ
とであった
。
藤樹も孝は
「 天 に あ り
で はて
んの道となり、
地にあり
では
地
のみちとなり、
人にあり
では人のみちとなるもの也」
又 、
孝を
という。
「天子・諸侯・
卿太夫・
土」
の孝と
「
庶 人
の孝」
と に分けて考え
、
分
相
応、
父 母 の よ ろ こ び 、
倹約
、財
穀の貯えができるということに目擦をおく
ものを
「 庶
人の孝」'と
す
るが
、
これも幽学の構想と同じである。
また
、人
間 に つ いても
、「 人 は
天 地 の
徳
万 物 の 霊 」
、
「本
来 わ が 身 は
太 虚 神 明 の分
身変化なる」ものという点
、ま
た修身と斉家とを
連続させ
るところに
「 庶
人の孝」の分相応を認める点などにも類似性が認められる。
従って
、こ
の
(幼)
ような
「孝
」 を 述 べ た
『翁問答』からの影響があったということにと
ど め
ねばならぬと思われる。
幽学の教化は、
門 人 を
「 道 友 」 と 呼 び 、
道友の団体を「性理教会」と称
して、
道友にある問題について
「入れ札」をさせながら道友相互に討議を
させ、
時に は 幽 学 が そ れ に 質
疑応答するという方法で行われた。そしてそ
の結果が記録されるというもので
、道
友相互の討議は
『義論集』となって
残 さ
れるという独 得 の 方 法
がとられた。この
幽 学 の 方 法 に 類 似 の 方 法 を と
っ た 者 に 伊 藤 仁 斉 が い る 。
仁 斉 は 一 方 的 に 講 義 を す る の で は な
く、
門
人 た ち に 意 見 を
提出
させ、
共
同 で 討 議 を 行 な っている。
「朋友講習は
おのれを
忘 れ 意 を
消し
、
し言を
温にし
、
誘披奨勧
、相
与に道に進むを
務めとするに
在日
〕
と 述 べ ら
気を
降
れているように
、門
人を
「朋友」と呼ば
せ、
問題の
提出を
「
私 擬 策 問 」 に
よ ってなし
、
一堂に会するときに
、
記 録 が 残
さ
「同志会の式」を行ない
れている。これらは
、
何れも幽学が行なったものと
類 似 で あ る 。
幽学は
、
大原幽学の思想と実践
仁 斉 の 古 義 堂 で 行 わ れ た 方 法 に 習 っ た も の と 思 わ れ る 。
幽学は家を
山山た文
化十
一年
か ら 十 三
年 ま で
、京
都の九条
家 々
巨 田 島 主 膳 宅 に 寄 寓 していたこ
とから推測できると思われる。
八
幽学の名が
広く
知られるに至った
のは
、明
治五
年教部省少丞 小 野 述 信 が
布教のことを
掌るに当って、
全国教道に従う
者を
調査し
た 折
、
「
入石性理
教会は
最 善
最 良
の者と認められ」ると報告したのが
最初である。これによ
って
同 年
九 月教部省権
大 録 山 崎 衡 が
調 査 し
道友が幽学の死後も
「代
々
修業に罷越し
、
道 義 の 為 め に 身 を
忘 れ
私を
去 りて
活漉
光 明 の 心 性 を
了 悟 ず
様 工 夫
致 さ
す事中々
筆舌に不及
hh
M」と性理教会の
活動を評
価し、
「寓端
幽挙の志を
縫き奮腐教諒」に
努め
「
生 徒教育の業 績 懇
々倦色なく
徳 行
純 一
なれは
衆庶の敬仰」篤いとして
遠藤良左 衛 門
亮 規 を 大 講 義 に 推 し た の で あ
る。
こ の こ と に
よって世に
知られた幽学の事蹟および
思想の研究が始まるの
で あ る が
、
そ れ を 大 き く
区分すると
、
明治四 十
年、
昭 和 十
年代 後 半
、戦
後
と三期に分けられ
、
そ れ ぞ れ の 時 期 に よ って研究意図が 異 な る
ようであ
(必)る。
第 一
期
幽学研究の
鳴 矢 は 性 理
教会々員高木千次郎の
筆記した
『幽息子事蹟』のよ
う で あ る 。 『 幽 事 全
書』の
編纂者団尻稲次
郎は
「曲目て
舎員高木千次
郎氏
予
に告ぐるに幽周干の事を
以てす
予之を
聞き好奇の念に絶へず氏に請ふに幽事
の事蹟を
記して
其
大要を示されん事を以
でせ
り 氏 快 諾 則 ち 之 を
筆記
して
予
大原幽学の思想と実践
に示
さる・:
:静岡民友新聞社の如きは之を俵摺と潟し以て
有志の輩に
分た
んことを高木
氏に
請ふに
至れり」と記るしている。
『幽亭事蹟』を基礎として編纂された
のが
『幽亭全書』(明 治四四年)
であるが、
実際の資料収集、
執筆は高木千次郎で
ある。
また、
別 に
千葉県
内務部編『大原幽事』
(明治四四
年〉
が刊
行されたが
実際の執筆者は池
田淳である。この両書が幽学研究の出発点であり、
大部分の資料主記述の
様式と解釈とを提供する で あ る 。
『全書』刊
行の意
図は、「世道人心の興廃は園家隆顔の闘する
所な
り忠
孝に
依るに
非
す んは何を以て乎世道を清め人心を護興するを得ん。世道人
心の欝興に
依 ら す ん
は何を以て四海列強に伍し 閤 威を宣揚するを得ん哉」
「今哉我園大戦の後を享け版圃損張園富の瓶養極めて急なり市して園富の
(必)
脅達は農業に負ふ
者尚少しとせず」というものである。
『内務部書』刊
行の意図は、
日露戦争によって「
世界の局面」は動揺と
変転の内にあり、「列強は民族
的帝国主 義の大姉を長風に
鶴へし」
ている
の
に、
日露戦争後の国民的自負は「
唯利に走り徳を忘れ、
社舎の腐敗と園民
の堕落」は激しくなっている。このような
時 で あ る か ら こ
そ「戊申詔書」
が出されたのである。園民は
その意を体して「園運の欝展に
力を喝し、
而
して更に地方の問委が
、園
運
の欝展に繋がる」ことを思い「地
方の進歩開
震 に
資 す
可 きものは、
之を
行」わなければならぬということにある。
以上のよう
に、
第一
期の幽学研究の意図は、
何れも日露戦争後の地方改
良、
地方開発のために人心を向けることと、
列強との国際競争 が 激 化 す る
ことが予想されるとき国民の
精神的統一
に向
けられていることが伺
える。
このとき幽学は「
徳教
家に
して
傑 出 せ る 地 方 改 良 家 」と捉えられて い る こ
第二期
とはいう
まで
もない。
この時期の幽学研究
には
三
つの流れがあったといえる。
第一は日中戦争を背景に行なわれる「非
常時日本の済世救民を念願とす
る志士多 数 輩
出
」を目的と
す
ることに
見られるように
、戦
時体制に
動 員 す
る た めの国民教化の一環として県当
局と一
体に
なった「幽学顕彰」として
行われる。幽学の顕彰は、
確かに
早 く か ら あ っ た
が、
昭和十年代に入って
明治四四年
から著るしいもの、がある。
幽事翁碩徳碑建立
大
正11 
十
年
昭 和
11 庁十
一年
が十
二年
庁十三年// 
十
四
年
N十五年
四
年
『幽皐全書』 天 覧大原幽事先生墓表建設
年
E五位追贈
十年
幽学旧住宅を千葉県
史蹟指定
八石丹精奉公碑建設大原聖殿建設八十年祭挙
行
幽同学遺墨遺品展
(必)
大原幽亭遺徳顕彰大会。このとき石碑建立。懐徳会発足
そして、
昭和十五年紀元二千六百年記念事業として計画されて昭和十八
(千葉鯨教育品目編)
で あ る 。
それ
は
年に
刊
行されたのが
『大原幽亭全集』
刊
し
、
「時局多難偉人待望の情切なる時、
買 く 先 生の遺稿を募集選揮して之を公一に
は後進の攻亭に資し、
人材を育成
一に
は先生の偉徳を敬仰し
、
して邦家の隆昌に
寄 興 せ むとする
もの」というも
のであり、
そこでは幽学
は「全閣各地を遍歴して、
各層
各階多数の人士と交わり、
極めて豊富なる
経験を有し、
斯くて修養錬成したる武士道離・道義観・経済観・皇道精神
に徹したる哲中学観を有し、
而も
彼 は
その科亭と技能とを精神に舘融陶錬
し、
身を以て
これを賓践弱行し、
遂に己れを殺して道
を殉じ」
た百世の師
とされるに至 り 、
『全集』
刊行
の意 義も
「天祖の肇
園 精
神に徹し、
?K
L民
F，ノ私市助
宇の大理想の為め、
滅私
奉 公 、
億 兆 一
魂、
前古未曽有の聖業完遂に逼進」
(必)
するとき、「世道人心に寄興貢献」
す
るところ に あ るとされ る。
第二期の第二の流れ
は、
特に地方
史研
究家によるものである。
「
一房縮郷
土研究帝国」による郷土
史研究の一環として幽学研究が行われている
。同
会
の規程
は「機関誌
『一房綿郷土研究
』を
発
行し」
、「
房線郷土研究に閲する論
文、
資料及記事を掲載」
、「郷土に関係
ある文書、
園蓄の刊行」
「資料、
著の蒐集」
に あ り 、
そ れ に 応 じて幽学に関する研究や
発見
された資料の紹
介を行なっている。
その研究の傾向
は、
郷土
史に輝く業績を残した偉人に
対す
る山中市敬と時代精神を導く農村指導者としての先駆者幽学の顕彰の二つ
に見られ る。
例えば
と
大
河 郷
酔( 土
月巴 研L_ 究
関
し
て
の
幽
""与
寸ー
研
nh 
Yし
1'1 
「大原幽事事蹟雑
現
」 、
「大原幽亭
(1) (2) 
資料紹介に
関し
ては、「
室
長
」 、
「 性 理 事 初 心 者の心得」(七 巻 七
号 〉 、 「 十 日 市 場 村 林 伊 兵 衛 宛書状」
「常 州 牛 渡 村 一
件御請書」
(八巻一
号 〉
、
同偉
人敬慕といえ
るもの
に、「大原幽亭先生と人物
民間
」 、
「
讃幽亭全書
而有感」
、
時局的な顕彰に関し
ては、「何故に大原幽亭先生を卒、
AP
、「大原幽
亭の人物」
、
などがある。
(4) 
大原幽学の思想と実践
第二期の第二一
の流れ
は、
農村指導者としての幽学の業績紹介と評価に関
するものである。
飯田俸
おう
なふみ
幽学の教えに畦 畔 踏 、
『大原幽亭の事蹟』(昭和十六年〉
は
正条橋(田植御伝授〉
、
丹精肥(性学肥)
等 が 農 村 に 定 着した
ことを
強調
し
農民も
また幽学の教に
従って結婚式、
葬式 等の簡素化をはかり、「
荷
無惑皿」
、「
菅無蓋」
というような、
玄 米 、
菅 を 各 戸 に 拠 出して備蓄し、
困窮
者に貸与
する相与扶助の制度を伝えている。
高倉テル
『大原幽事』(昭和十六年)
Iヱ
高 倉 が 長 野 県 上 田 市 外 別 所 村
で農民運動に従事しているおり
「ニッポン農民
史
(ニッポン農業
史との
研
究
を始め 、
幽学の
ことを知って
(大正十二年)
、「農民運動にじっさい役
遺
立つもの」と
考
えたものである。
「幽亭の仕法によって、
農民が大きな利
益を
えたからです。
土地の交換分合、
てっていした耕地せいり、
住宅の移
転、
農法の改革、
よくない習慣の改善など、
す べて、
農民の立
場にたち、
農民の利益のためにやったものです。
とくに、
一定の土地の私有をやめて
共同管理にうつした
『先祖株組合』::・」
と述べているように、
高 倉は、
幽学を
農民の真の意味での指導者と認め、
士地の共同管理、
世界で
最初の
共同組合としての「先祖株組合」
を高く評価している。
鴇田恵士口
『大原幽事選集』(昭和十九年〉
は
時局を
強 く 意
識したもの
であ
る。
幽学の性学
は道
徳原理を示
す だ け で
はなく、
「行亭一
瞳の
買事」
であるとし、
それを
実践するための「先祖株組合」
を「
小を積んで大とな
す経済の原則を厳守
する た め に 、
濃 り に 脱 退し得ざるやうに 、
園瞳組織」
としたものであるとし、
さ
らに
「 我
が園の家族制度の長所と祖先崇拝
の
思想」
を
とり入れたものであると見てい
る。
そして「先祖株組合」
は単な
大原幽学の思想と実践
る一
家存続
、
子孫永続
の貯蓄組合でなく
「部落全瞳を
恰 も
一
家の如き共
存共栄瞳」を
作 る
大家
族主義に意
義 を 認 めている。
そして
「肇園の大理
想顕現のため、
慢恰苛烈なる決
戦を
戟 ひ っ -h あ る 現 段 階 に 於て、
兵農雨 全
の一翼とし
て、
農村針策は極めて重要」であると述べ 、
戦 時 下 に
おける
農 民 対 策 と して、
幽学を「
土の聖
人」というのである。
以 上
の よ う に 、
この
第
三の流れは、
何れも農村改
良、
地方改良の先駆者
と しての幽学の研 究 で あ り
、
高 倉 テ ル を 除 いて大方は、
時局
と結び
つける
ものであった。
九
幽学研究の
第 三
期は戦後であるが、
それには、
思想史、
教育思想、
歴史
学のコ
一 分
野 に
分けることができる。
山思
想史に
おける幽学の位置づけの研究として
は、
小林英
一A・
「 大
原
幽学論」
、
B・
「下総国呑取郡
に
於ける平田篤胤と大原幽学」がある。
A 論 文は、
実践道徳
家幽学の実践道徳教説そのものの研
究、
分析をめ ざ
すもので
、 「
幽
学の教説と実践
活動との連関」
の分析を通 じて、
教説の村
役人
層を
慕擦とする受
容 過 程 を
明らかにしたもので、
戦後の幽学研究の口
火 を
切ったものである。
B 論 文 も 、
同じ趣旨であるが、
幽 学 入 総 を 機 に 、
村 役
人を
主体とする篤
胤 門
下 、 が 幽 学 門
に移動したことに着目して、
村役
人層のイデオロギーに対
ずる平田派国学と幽学の対応の比較を行な
い、
幽学の教化が
「家
ぐるみ、
村 ぐ る み 」 に あ る こ と を 明 ら か に し た 。
また、
川 名 登
「
大 原 幽 学 門 人 層 の 社 会 的 性 格 」は
、幽
学の門人が入門に
四
際 して量百出し た
「
神 文 」 の 全 部 に 当 って分析
し、
門人層 の 社 会 的 性 格 と 入
門 理
由 の 変 化 を 明 ら か に している。
教育思想に関する
研究は、
幽学の 独 自 の 実 践 を 社 会教育、
婦女
子の教育
という視点で見たものが多い。
大槻宏樹
「十
九 世
紀前半社会教育運動の性格とその
札制
」は、
性理
学の
社会教育機関として果した役割と教化方
法を
明らかにし、
又「
大原幽学の
換 子
教育と村改
革」は、
幽学の児童期、
家規矩、
換 子
の実際の一覧を
作成
し、
幽学の児童教育を
明ら か
にしながら、
村 改 革 に 及 ぼ し た 効 果 を 研 究 し
ている。
宮崎蔚
「教育者としての大原幽学」は、
幽学の教化が、
人格形成に
おけ
る 社 会 環 境 を 重 視 し た 点 を
明らかにしている。
相原寅松
「
大原幽学について
」は、
幽学の
行 と 学 を教育の面で 概 観 して
いる。
戸沢
行 夫
「
大原幽学の教導仕法について」は、
幽学の婦女
子教育、
換 子
制
、子
供 仕 込 、
先 祖 株 を 支 え る 道 徳 的 側 面 を分析し
、子
供 の教育を重視 す
るのも、
労 働 予 備 軍 の 形 成 に あ り 再 生 産 構 造 を
維持するため
に、
何らかの
形 で 女
子供までも生産過程に組み
入れ、
彼
ら を 労 働
力として評価する
こと
に関っていたことを
明らかにしている。
(白山)
中 原 哲 俊
「大
原幽学の思想」は、
幽学の思想の
根
本 と教育思想を 考 察 し
て、
換 子
教育を
通してその教育目的論を
明 ら か
にしている。
また、
実証的な歴史的
研 究 と しては、
次のようなも
のがある。
(白山)
水 谷 盛 光
「 大
原幽学出自考」は、
幽学の出自が伝
聞にすぎぬことから、
尾張藩大道寺家家臣小寺玉見の自
筆稿
本
「小寺玉晃見
聞筆
録」
「申戊雑々
録」等によってその事
実 を
探ぐって、
幽学の
「大道寺家二男」
「剣術師範
殺害」の
伝 聞 を 否 定
している。
歴史的研究では明治大学と千葉大学の歴史学教室の研究
が 特 筆
され
る
。
明治大学の共同
研究
「
大原幽学とその周辺」
(代表木村礎)
は
昭和四
六年
以来の研究成果が
「駿台史学」
4号に特輯としてまとめられ、
「性学
仕法の基礎考察」
(木村礎〉
、 「 大 原 幽 学 日 記 の 検 討 」
( 松 沢 和 彦 )
、 「 明 治 初
期村落と性学門人層」(藤田昭造)
な ど を 含 み 、
さらに
平 田 派 国 学 を 学 び
性学とも関りがあった
宮負定雄、
平 山 正 義 な ど の 豪 農 を
通した比較研究も
含まれている
(この共同
研 究は後に
『大原幽学とその周辺』として上梓
さ
れた、
昭和五六年〉
。
また、
千葉大学史学教室の共同
研究の、
昭和一二四
年 以 来 の
「下総東部の
資 料 探 訪
・
調 賓 」 を 土 台 に
した
「東総農村と大原幽学」は
、
宮負定雄と幽
学の思想、
東総農村の実態、
先祖株と幽学門の勢
力、
等を分析したもので
ある。この千葉大学の日
本史演習の
中か
ら生
まれたものに
、
福 山 裕 貴 子
「大原幽学研究の
乱郡
」がある。これは、
幽学についての研究史、
研究動
向を分析して、
「 性 学 運 動 を 通 し て の 農 民 の
思想と行動からどのような歴
史的意味
( 意 義 )
を
持った」のかを
明
らかにしようとしたものである。
以上の研究
論文以外の刊行物には次のものがある。
(1) 
越川
春 樹
『大原幽亭研究』〈昭和三二
年 )
。こ
れは百
年祭奉讃の
「
農村
の師大原幽挙』
(三
十 年
)
を 基 礎 にし
て、
百二十
年 祭
記念として刊行
され
た
もので、
幽 学 を
真農村建設の先駆者として捉え、
時代背景、
生涯、
化、
農村改革、
農家
経 営 、
そ の教学を概説し た も の で あ る 。
(2) 
正 月 定 夫
『大原幽学、
その人
間像と教育思想』(昭和四八
年 )
、
『大
原
大原幽学の思想と実践
幽学の教育思想研究』〈昭和五一
年
)。こ
の 両 書は、
幽学の修業時代と学問
形 成 、
人
間 形 成 、
士 道 の 自 覚 と 禅 的 開 悟 、
農民に対
する
武士
道的教育を論
究するとともに、
そ の 出 自 を 聞 い 、
幽 学 思 想 の 現 代 的 意 義 を 論 じ て い る 。
内ベU
中井
信彦
『
大原幽学』
(昭和三八年〉
は幽学の人物、
業 績 を
描いた伝
記ではあるが、
単に そ れ に 終 る こ と な
く、
農民指導の展開、
その成果を紹
介、
農村指導の内容
分析を
行なっている。
また、
『二
宮 尊 徳
・大
原幽学』
( 日
本思想大系白)
の
編纂に当り幽学の主著『徴味幽玄
考 』 の 構 成 を 行 な
い定
本を
作成した。
その解題
「徴味幽玄考と
大原幽学の思想」
が あ る 。
以上のような諸家による幽学研究の成果と
幽学の仕事の喧伝
とは、
千葉
県に
お け る 児 童 教 育 に も 反 映 し
て、
『房総伝
記読み物シリーズ
・大
原 幽 学 』
(高
学年
向き)
となっている。そこには、
読書の 手 引 と し て
「幽学が北総
のために行った事業にはどんなことがあったでしょう」
「 幽 学 の
教育
の根
本はどんなところにありまし
た
か」
「幽学の偉いところはどんなところで
しよう」
「大原幽学は自らの手で、
自 ら の 命 を 絶 ち ました。
門人達はこの
死を
どのように受けとめたでしょう」
という問いかけがなされているが、
この間いそのものが既にこれまでの幽学研究者の関心であった。
十
幽学の教育は
、
「眼前の事毎に迷ひ、
知らず不孝
、
不賓の志登り
終
は 其 家 身 を 亡 す 者 」
を 対
象 と す る
。
それ
は
、
「於ニ性 事
一 は 第 一 父 母
に安堵
教
な らしめん事 を 願 ひ
、
或は家内和睦し
、或
は子々 孫
々山込家名全からしむる
事 杯 を 潟 v 率 、
分相慮之理を立るの事を
払ぴ
」も
のだと自ら述べるよう
に、
家庭
の 和 と 存 続 を 主 とし
、
それを村落全体に及して行く
ものであり
、そ
の
五
大原幽学の思想と実践
中心概念は
「孝」
に置
かれて
いる
。
命之謂
v性」
にお
ける
「之」
の宇の幽
学
独自
の解
釈に基
く
もの
であ
り、
「共
ゆく
之の
字は則
時々 刻々
に行
なふ
事
に有
故に、
終日
其之の
字に嘗て、
其事耳事
この
及
ぼし
て行
く
とい
うことは
ぶ 」
こと
にある。
眼前
の迷い
を払う努力
を反
復
する
うち
に、
「漸々
十ヶ年
も箆叫ん
で、
漸く眼
前之事
に離
るL
事を
得る」
という
ように、
反復し
続け
て
体得する
まで、
ゆき及
ぼすのが
幽学
の
教育の方法
であ
り、
実践
であ
った
。
しかし
、
評定
所に
よ
る七
年も
の性
学吟
味で、
江戸帯
在を余
儀な
くされた
思き
者に対
しては
致-己言こ
すべ
く
帰村
を欲
するが、
果せ
ぬ
ま斗
「門人共
身
の行
果無
ニ費末一
伏も不v
眠事」
が
幽学
は、
「菩
者に封し
て和
を楽し
み
続く
ので
ある。
しかし
、
疑い晴
れて
帰
村す
るとき
、
七年も
の問
、
直接
に幽
学がゆき及ぼ
すこと
を為
し得な
かっ
た
ため
「元之
不孝
に
蹄者」
の多い
こ
とを知る。
その
よう
な
者が
出たというこ
とは、
幽学
を信じて
苦難を共
にし
た道 友に対し
て「
僕が
不忠
・
不孝」
であ
り、
「人を
可
ニ教諭一無v謂」
きこと
であるとし
、
死を
以っ
て誠め
よう
とする。
「僕
に有
ニ憐
心一者、
速に
改
v士山而
孝を先と
し、
情身以
て自
ら斉
家之
行巳志、
必々
不
義之富貴不v好様、
すて
心得勤可v給
侯」
が遺
書である。
自刃
に用い
た短
刀に
は
「難舎
者義也」
の銘 堅く
守、
kノコ
p-0
3刀φd，
t
幽学
は
「時も無く眼前
之事に迷
ひ、
元之不幸
に開
」
った
道友
に対し
、
「以
v信義一争一改
心一可
v給
」
と死を
以
って
誠め
たの
である。
このこ
とは
幽学
の日
常の教
化の
仕
方を考え
るとき
、
唐突
で
はない。
幽学
は、
「欲情増
長等
に汚
れ候行
肢のもの」
を誠め
るため
、
屡々 、
断食、
塩断、
禁酒
を行な
っ
(問
。こ
の
こと
は、
「己
に勤
むる
人を
道く
の
私僻
」と
者え
る幽
学が
教誠
に
当っ
て自
ら範を垂
れて
いること
を示し
ており
、
「開設日集」
に於い
ても
、
一六
「天
友の感
動を伝
えると
こ
ろで
ある。
このこ
とは
多年
に
わた
っ
て箸
修に流
れ
賭博
など
の悪
風に
染ま
った
下総
の農
民
を、
「こ
の国の
人は、
何に
付
け
僅か其の
時許り後
がな
い決し
て義理を
いふ
を
知ら
ぬ」
風俗甚
不v宜放蕩、
無頼
のもの
伊
ても、
「信州
杯よ
り
とい
わざ
るを得
なか
っ
たとき
、
その
よ
うな農
民を
立ち
直
らせ
るには
、
「相教
へ種々
に身
を苦し
める
」
とい
う形
で
の率
先垂範が
必要
であ
った
であ
ろうし、
そのため
には
「餓死」
すらも
辞さ
ぬと
いう
気組
みも必要で
あっ
たと思われる。
しかもそ
のよ
うな
幽学
の実
践
射行
の根
底に
は、
武士と
して
身を
処し、
それを農
民に及
ぼして
行
くと
いう
こと
があ
った
。
天保
六年よ
り安政
五年
に至る
二
四年間
、道
友に教
誠し続
け
た幽
学の言
行は
そこ
に見
られ
る幽
学
「聞書集」
としてまとめら
れたが
の基
本の姿
勢は
「人
の身の
上を考ふ
るには
己が身に
して
考
えざ
れば
知
れが
たし
」と
いうこと
であ
り、
その
上に
立っ
て
、愚
譲怯謙、
実、
信、
孝、
丹精、
競い
根生を
洗う等
の々
徳
目が
語ら
れて
いる
。
例
F乙
tま
円同
、
Z小
そして、
孝に
つい
ても、
「親先祖
へ孝
行の震に
は、
命が惜し
い杯と思
はざる」
こと
、
(引け)
「命をもお
しま
ざる
の志
を定む
べ
し」
と
いう
こと
など、
必死
の覚
悟
とも
い
うべ
きこと
を求め、
「土
ひの通
り寝た
る
時も心を用
」
いる
という
ように武
土の生
き
方を範と
するように教
えて
いる
。
『微味幽玄考』が
「庶
人
の魚に
著す者
故、
このこ
と
は、
土ひ
以上の事
は無
腕
」で
は
あるが、
武士
の生
き
方
を知
らしむ
るため
に
「士ひ
以
上の
事
を記」
すと
い
う姿勢
に通
ずる。
幽学
に
とって
、
武士と
は
「恥を
さら
さぬ者
、
二言
なき
者」
「聖人
の
如く自v誠明
なナ
また、
「人
の作
る」
もので
あ
り、
道徳
の体
現者と
して
理想化
さ
れて
いる。
した
る過
にても、
筋に
よ
って
は己
、が
切腹せね
ばなら
ぬ身
分」
であ
る。
その
i萱
理想
化された
「武士
の
魂ひ
を能
味
ふて感る
事もあらば
」
農民も
「自
ら土
以って
、
ひ以
上の
魂の
強き
味ひ
を
知る事
に至る」
であ
ろうと
い
うとき
、
幽学
は死を
ゆ「之き及
ぼす
」
こと
をな
し
道徳的生
を農民に
「移
し
行く」
こと
、
たのゼ
あり、
彼自身と
して
も
「武士
の義
を立る耳
」
とい
う道徳的
原点
に立
った
の
である。
農民
のため
に師
が
自刃
すると
いう
凄
まじさ
があ
った
からこ
そ、
農民も性学
を農
業生産
の
技術的指導面
での
み受け
入れ
たの
では
な
く、
精神修
養の面で
の受
け入れ
「八
石性
理教
会」
へと
発展さ
せたの
である。
注
(1)
「改心楼願下書、
乍恐以番付奉額上侯」「大原幽率』千葉懸内務部編纂(
明
治四四年)五六頁。以下『内務部室田』と約す。「乍恐以書付奉申上侯」鏑木栄助等一件の上申書、『内務部
書』
六四頁
同前書「教部省検査室田略」『幽拳全室己田尻稲次郎編纂(明治四四年)五三八頁。以 下 『 全 書 』 と 約 す 。「長部村道友先祖株願書」
『大原幽亭
全集」千葉懸教育舎編(
昭和
十八
年)二六九頁。以下『全集』と約す。「 聞 書 集 二 の 巻 」 (
『 全 集 』 ) 、
弘化二巳年
コ一月七日夜の安(
八六二一兵)
に
「先生、
御幼年の御時、
朝 七 ツ の 時 計 が 鳴 る と 起 き て 、
六ツ迄書物を讃
み、
御城の太鼓を聞くと、
我が部屋へ行って、茶を一ばい春み、袴、
着物
を脱いて、
籾術の仕度して稽古場へ出る」という話に続いて、弘化四来年
五月十一
日の項に
「先生十八歳にて、
弓 の 目 録 に 成 り し 時 」
という聞書が
あり、それらを総合すると、
幽 学 は 剣 術 、
馬術、
弓術、
茶、
手習等をした
上級武土の子供であったことが伺え、
ま
た伝えられたことによると、尾張
藩重巨大道寺玄蕃の第二子で幼名を才次郎と称したが、十八才の折、剣道師範を斬るという事件を起して家を出て以来、遊歴の世界に入ったといわれる。門人本多一元俊、
宇井出羽守に与えた扇
の著名
は
「大道寺資生」
と
あり、
云い伝えを裏づけているかのようであるが、大道寺家譜によっても
明らかにされず、
推測の域を出ない。多くのものはこの云い伝えをそのま
まに受取っているところである。鴇回東皐「大原幽悶学停雑考」ハ『伝記』昭
(2〉(3〉(4
) 
(5〉(6) 
大 原 幽 学 の 思 想 と 実 践
(7) 
和十一年十二月号)は、愛知県教育史編纂委員伊奈森太郎の調査により、大道寺家八代直方の第二子と推定している。
正月定夫「大原幽学』
(昭
和
四八年)もこの説を受け入れるとともに尾張藩剣道師範役柳生家の系図も調査したが推定の域を出ていない。水谷盛光「
大 原 幽 学 出 自 考 」 ( 「 日 本 廃
史」一一一一
一一
一号〉は、
大道寺家々匡小寺玉見の
『小寺玉見見開筆録』『甲成
雑々録』に幽学の起したといわれる事件の記事が全くなく玉晃自身も幽学を知らぬということから、伝えられていることを否定すべきだろうと結論してい
る 。
「天保二年十一月十人日浦賀より百子村に話相」(「口まめ草上」『全集』一
一一六
三頁)
、「
天保三年九月、
銚 子 医 徳 寺 に 逗 留 の 中 、
御陳屋八人、町家三人入
門有り」(「口まめ草
下」
『 全 集 』 一 二 七 四 頁
)と
あ り 、
足跡の初めと活動の
開始を知る。「口まめ草」
「道の記」
「性学日記」「陸奥つれづれ草」
などの日記がある。
景物として与えた扇の文。『内務部室田』三八頁。「口まめ草上」、「全集』コ一三一一良本多元俊宛書簡『全集』
六 二 四 頁
「教導筋主卒中上侯」『全集』二五二頁『内務部書』一三五頁「 議 論 集 序 」 『 全 集 』 七 八 四 支『 内 務 部 書 』 一 七 四 頁同前書
二二O頁
『二宮尊徳・大原幽亭』日本思想大系白
昭和四八年
本多元俊宛書館、『全集』六二二頁「教導筋奉申上侯」『全集』二五二頁「幽拳より教導受け修業仕侯次第荒増」「内務部書』一三五頁「山崎衡の検査室田」『全書』五三八頁「大原幽学について」『神戸女子短期大学論致』日『 大 原 幽 亭 』 昭 和 十 六 年『停記』停記事舎、
昭和十二年一月
号
『大日本倫理思想議達史』明治四五年『 全 集 』
(8
) 
(9
) 
(叩〉(日)( ロ )(臼)(日比)( 日 )(日)(口)(凶)(日
)
〈却)(幻)(幻)(幻)(M) (お)(却〉
七
大原幽学の思想と実践
(幻)
正
月
定夫
『 大
原幽学
の教
育思想研究』
昭和五一年。
さらに、
幽学が尾張藩
出身と
いうことを
前提
にし、
藩校で
の教
育を想
定し
て「
明倫
堂の家
回大峰
に於
ける古学や、
私叔
した
山家素
行の
皇学
に負
うと
ころ
が
多い」
と
もい
う。
「大原幽学、
その人
間像
と教
育思想』
昭和
四八
年。
高木千次郎
「大原幽亭
武士道論
」『全書』
附録四
六
一一良
立花
角
五郎
「性
亭鈴韻 」
『一房一線郷土
研究』
六巻
三号
越川春樹
「大
原幽学研究』
昭和三
二年
『内務部書』
。「
全書』
も
同一
視点
である
。
中井信彦
「『徴味幽玄
考』
と大
原幽学
の
思想」『
日本思想
大系』
臼
鴇田恵士口
『大
原幽皐選
集』
昭和十九年
中泉哲俊
「日本近
世教育思想
の研
究』
昭和四
一年
飯田
停
一
『大原幽亭
の事蹟
」昭和十
六年、
菅原兵
治「
何故
に
大原幽
率先生
を学
ぶか
」『房総郷
土研
究』
六巻
三号、
「大原哲
撃の
原典
と中庸
」同七巻七
号久木
幸男
『日本
教育宝典』
8、
所収
藤森成吉
『藤森成士口全集』
一部
九巻附録
小林英
一
「大原幽学論
」『思
想』
四O七号
「教導筋奉申上候」「内務部書
留』
七四
頁
『中江藤樹』
日本思想
大系参
照
「同志会
筆
記」『
伊藤仁
斉・
伊藤東涯』
日本思大
系お
二四
二頁
「性
理亭
由来書」「
全
書』
五三人
頁
那智佐典「
大原幽
率
先生と人
物長
育」
『一房一総郷
土研
究』
第三巻
二号、
立花
角 五
郎「
性事
鈴韻
」同
六
巻三
号参
照
福山
裕貴子
「大原幽学研究
の
課題」『海
上史研究』十
一号
参照
「全書』
序
「内務部
書
』
序
長戸路政司
「大
原幽皐
の本
領』
この
時、
菅原兵
治が行なった講
演題目
は「
新統制下
に於
ける日
本
農道
の本
質」であっ
た。
『一房 総
郷土研究』
八巻
一号参
照
。
「編纂
に
つい
て」
「全集』
八頁
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五巻
九号
立
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五郎
、
六巻
三号
那智佐典、
三一
巻二号
松本高
三郎、
七巻八号
菅原兵
治、
六巻
三号
向、
八巻
一号
「思想
」四O七号
「地方史研
究」三
一四
号
「日本
歴史」
一三
一 五
号
「日本
の
教育史学
」第
六集
「学術
研究
」二
四号、
早稲
田大学
「東京成
徳
短期
大学紀要」
入号
「神戸
女子短期大
学論致
」十九号
「史学」四
八巻二号
「弘前大学教育学部
紀要
」七号
「日
本歴史」
一一 一一
一二
号
「海上町
史研究」十
一号
『全
集l』
六二
三頁
『全
集』
六五
三頁
「 道友宛遺書
」『
全
集』
七七
六頁
「自身
四十
三日の
間堕気を不ν良、
四十四
日よ
り食を
断ち己に餓
死に
も可v
及処、
其節門人数多改
心相成
候
・:
門人共右
の志
を潟貫皮存
じ、
其間よ
り
酒相止当年迄
十六
年に
相成」
鴇田
『選集』
十六頁
、
二四
六
頁、
「聞書集」
『全
集』
八 七 三
頁参照。
『全
集』
二七
二頁
『全
集』
八七
三頁
『大
系』
二八
O頁
『大
系』
二四
O頁
(η〉( 口 )(引け)ハ万)
